
各
分
会
委
員
の
方
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
集
計
結
果
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
談

は
全
体
の
78
・
４
％
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
小
児
セ
ン
タ
ー

で
は
、
38
・
１
％
で
面
談

が
実
施
さ
れ
ず
、
特
に
第

二
次
評
定
者
が
、
医
師
の

部
署
に
集
中
し
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。医

師
に
つ
い
て
は
、
研

修
も
行
わ
れ
て
い
な
い
た

め
、
今
後
は
医
師
の
研
修

等
、
面
談
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
求
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

面
談
で
「
評
価
結
果
の

説
明
と
指
導
・
助
言
が
さ

れ
た
」
の
は
、
全
体
で
32
・

４
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

「
評
価
結
果
の
み
」
は
43
・

２
％
、
「
ど
ち
ら
も
な
か
っ

た
」
は
20
・
３
％
で
し
た
。

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
談

は
、
職
員
の
評
価
結
果
の

み
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、

職
員
が
設
定
し
た
目
標
の

進
捗
状
況
の
把
握
や
、
部

下
の
つ
ま
づ
き
を
フ
ォ
ロ
ー

す
る
等
、
上
司
と
部
下
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

増
や
し
、
人
材
育
成
に
重

点
を
置
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
「
能
力
発

揮
度
評
価
」
「
役
割
達
成

度
評
価
」
の
人
事
評
価
制

度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
の
人
材
育
成
や
、

能
力
開
発
の
基
盤
と
な
る

人
事
評
価
制
度
と
な
る
よ

う
、
問
題
解
決
に
む
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

(1) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №77
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配 偶 者 同 行 休 業 制 度

有為な地方公務員の継続的な勤務

を促進するため、外国で勤務等をす

る配偶者と外国において生活を共に

するための休業制度

○承認の申請は、配偶者同行休業承認

申請書により、配偶者同行休業を始

めようとする日の一月前までに行う

○請求期間→3年以内（当該期間内であ

れば、1回に限り延長できる）

○休業の対象となる配偶者が外国に滞

在する事由

① 外国での勤務

② 事業の経営その他個人が業とし

て行う活動であって外国において

行うもの

③ 外国の大学等における修学

※いずれも6月以上にわたり継続するこ

とが見込まれるもの

○休職中は

・給与は支給されません

・共済組合の掛け金を払う必要があり

ます

○休業承認が取り消される場合

① 配偶者と生活を共にしなくなった

場合

② 配偶者が外国に滞在しないことと

なり、又は配偶者が外国に滞在する

事由が配偶者外国滞在事由に該当し

ないこととなった場合

③ 妊娠した場合（産前・産後休暇に

切り替えを希望する場合）

④ 育児休業を取得しようとする場合


